
 

 

 

 

 

 

9 月のハッスルモーニング（全校朝会）で役員会の生徒たちが全校に呼びかけ、約 4 か

月間牛乳パック、トレイ、アルミ缶を回収しました。役員会では、児童生徒に呼びかけるだ

けではなく、集めた資源が何に変わるのかを学習しました。12月のハッスルモーニングで

は、学習してきたことをもとに、エコ分別ゲームの企画、ゲーム説明と共に、回収した資源

はどんな姿に生まれ変わるのか、全校に説明しました。 

そして、12月 8日金曜日に回収した資源を渡すため、役員会全員でコープさっぽろ白糠

店に行きました。渡邊店長に学校の代表として「白糠養護学校役員会です。学校で牛乳  

パック、アルミ缶、トレイを回収しました。よろしくお願いします。」と伝え、一人一人手

渡しで資源を渡すことができました。 

その後、渡邊店長から、「回収した資源は江別に送られ、新たな紙に変わります。コープ

さっぽろではダンボールも資源として扱っています」と伺い、役員会はそれぞれ、「白糠か

ら遠く離れた場所に運ばれるんだな」、「札幌の近くに工場があるんだ」、「ダンボールもエコ

活動の一つなんだ」とエコ活動には自分たちの住んでいる地域以外も関係してくることや、

今回携わった資源以外にもエコ活動をしているものがあると気付くことができました。 

快く資源の手渡しにご賛同していただいた渡邊店長、声をかけていただいた店員の皆さ

ま、地域の方々、生徒たちの活動を温かく見守り、支えてくださりありがとうございました。 

 

 

  


